
 平成２４年１０月に風力発電所が環境影響評価法の対象事業に追加されたことにより、
発電所の環境アセスメント図書（以下、アセス図書）の届出件数が増加。

 平成２３年度にはアセス図書の届出件数が９件であったのに対し、平成29年度は
１１０件（うち風力９２件）、平成３０年度には１０５件（うち風力９３件）であった。

最近の審査状況について
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アセス図書の届出件数
（※配慮書、方法書、準備書、評価書の届出件数）

届
出
件
数

【資料２ 】

部会
（回数） （件数）

現地調査
（回数）

火力 １１ １１ ５

水力 １ １ １

地熱 ２ ２ ０

風力 ２２ ４４ ５

合計 ３６ ５８ １１

顧問会・現地調査開催状況
（平成３０年度）

2 2 4 3 5 3
9

20
26

14 13
911

61

80
86

92 93

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

25FY 26FY 27FY 28FY 29FY 30FY

地熱・水力 火力 風力


	最近の審査状況について

